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１ 課題を取り上げた背景と開発の目標 

 単木保護は、シカ柵や忌避剤散布に比較して設置コスト（既製品の場合

320万円／ha）がかさむことが課題となっています。そこで、容易に入手で

き安価な農業用包装資材（玉ねぎ包装用ポリネット）を用いた単木保護を開

発し、設置コストを 200万円／ha（約６割程度）に削減することを目標にし

ました。 

 

２ 開発結果 

（プロトタイプの結果） 

単木保護資材として玉ね

ぎ包装用ポリネット（玉ね

ぎネット）のプロトタイプ

を製作し開発テストを実施

しました。 

玉ねぎネット（プロトタイプ）は既製品と同等の食害防止効果があると

ともに、苗木の成長に伴って曲がりが生じるという課題が明らかになりま

した。 

（プロトタイプの改良による実用化） 

苗木の曲がりは玉ねぎネットの上部が筒状の形状を保てずに蓋をして 

しまうことが原因と考えられたため、玉ねぎネットの上部に

円環状の補強部材を追加するプロトタイプの改良版を製作

し、実用化しました。 

 改良版の設置コスト（試算）は、236万／ha（既製品の 7

割程度）になりました。少量での試作のため資材費の掛り増

し、試行錯誤での人件費の掛り増しがあるため、今後一層の

コスト削減により目標の６割の達成を見込んでいます。 

 

３ 実用化のための条件整備 

請負での事業発注

を可能とする条件

整備を行いました 

（仕様書の作成） 

資材規格・数量

表、設置要領、標

準図から成る仕様

書を作成しました 

 

（予定価格積算のための作業功程や資材単価の作成） 

予定価格の積算を可能とするため、作業功程歩掛,資材単価を作成しました。 

 

４ 実用化のための公開と普及展開 

 玉ねぎネット（プロトタイプ改良版）は、誰でも自由に利用、改良、再配

布できるようにするため、仕様、設計図、製作手順をオープンソースにより

群馬署ウェブサイト等で公開しています。 

今後においては、関東局技術普及課の指導により管内各署で試行するとと

もに、民国連携の枠組み（ぐんまフォレスター連絡会）を活用して民有林野

関係者にも普及展開を図ることとしています。 
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